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第 5 9 1 号

市の人口

世帯数（昭和57年4月1日現在）

世帯数49，065世帯（前月比114世帯増）

人ロ155，791人（前月比201人増）

男77，781人

女78，010人

棋
島
町
本
屋
敷
に
住
宅
都
市
整
備
公
団
が
大
規
模
な
団
地

建
設
を
進
め
て
い
る
こ
と
と
、
横
島
町
に
あ
る
北
宇
治
中
学

校
が
市
内
で
一
番
生
徒
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
横
島
中
学
校
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
教
職
輿
と
生
徒
が

そ
ろ
っ
て
、
新
し
い
校
風
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

真新しい校舎と棋島中の生徒たち

四
月
七
日
、
市
内
八
校
目
の
中

学
校
と
な
る
極
島
中
学
校
が
、
松

島
町
本
屋
敷
に
開
校
し
ま
し
た
。

校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
で
、
㈲
積
が
延
べ
四
1
二
十

九
平
方
見
ト
五
の
普
通
教
室
と

九
つ
の
特
別
教
室
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
鉄
骨
平
屋
建
二
百
五
十

平
方
む
の
技
術
棟
と
、
同
じ
ぐ
鉄

骨
平
屋
建
八
百
二
十
二
平
方
む
の

体
育
館
も
完
成
し
て
い
ま
す
。
校

区
は
北
宇
治
中
学
校
の
校
区
か
分

離
し
た
も
の
で
、
生
徒
数
は
一
年

生
が
百
十
五
人
、
二
年
生
が
百
四

十
八
人
、
三
年
生
か
九
十
六
人
の

合
計
三
百
五
十
九
人
で
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ

新
し
い
校
風

四
月
じ
日
の
開
校
バ
は
池
木
巾

長
や
山
原
校
艮
の
テ
ー
ブ
カ
″
ト

に
っ
づ
い
て
、
真
新
し
い
体
介
館

で
池
本
巾
挺
に
よ
る
開
校
宣
言
が

さ
る
三
月
に
国
会
で
地
方
税
法

の
一
部
が
改
削
さ
れ
た
の
に
と
も

な
っ
て
、
宇
治
巾
の
巾
税
条
例
も

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
劃
な
改
正
点

加

1
年
3
組

中
村
照
夫
く
ん

き
れ
い
で
、
よ
い
学
校
や

と
思
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
サ
ッ
カ
ー

部
、
そ
れ
か
ら
、
生
徒
会
の

活
動
も
し
て
み
た
い
。

「
椙
島
中
は
勉
強
も
、
ス

ポ
ー
ツ
も
で
き
る
」
と
言
わ

れ
る
よ
谷
な
学
校
に
な
っ
た

ら
よ
い
と
思
う
よ
。

も
っ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
広

く
し
て
欲
し
い
し
、
プ
ー
ル

も
つ
く
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。

3
年
2
組

柳
生
裕
幸
く
ん

新
し
ぐ
て
き
れ
い
で
す
け

校庭での声

れ
ど
、
ま
だ
親
し
み
が
わ
き

ま
せ
ん
。
何
か
冷
た
い
感
じ

が
に
ま
す
。

北
宇
治
中
の
と
き
は
、
み

ん
な
も
っ
と
ま
と
ま
り
が
あ

っ
た
ん
で
す
が
…
…
そ
れ
が

も
う
一
つ
な
い
よ
う
で
す
。

三
年
生
は
、
あ
と
一
年
間
し

が
な
い
か
ら
で
し
よ
シ
か
。

2
年
4
組

杉
浦
五
月
さ
ん

北
宇
治
中
か
ら
別
れ
て
き

た
の
で
、
は
に
め
は
い
や
で

し
た
。
で
も
、
校
舎
や
ト
イ

レ
が
き
れ
い
で
、
気
持
ち
が

よ
い
で
す
ね
。
ま
だ
生
徒
数

が
少
な
い
か
ら
、
何
か
落
ち

着
く
感
じ
で
す
。
後
輩
た
ち

に
、
よ
い
影
響
を
与
え
ら
れ

る
校
風
に
し
た
い
。

変
形
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
の
で
、

あ
ま
り
多
く
の
ク
ラ
ブ
活
動

が
で
き
な
い
ぶ
つ
で
す
。
も

う
少
し
広
く
し
て
欲
し
い
な
。
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あ
り
、
巾
災
は
「
先
生
と
生
徒
の

み
な
さ
ん
で
、
令
田
に
尨
耐
れ
る

ふ
つ
な
学
校
に
し
て
ぐ
だ
洽
い
」

瀞
あ
い
さ
つ
つ
づ
い
て
生
徒
を

代
衣
し
て
儒
本
治
郎
君
が
「
立
派

な
依
島
中
学
校
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
い
た
の
で
、
北
宇
治
中
か
ら
剔

れ
て
き
た
さ
び
し
さ
は
な
く
な
り

ま
し
た
力
か
べ
‥
わ
せ
て
、
新
し

い
校
堅
示
い
て
い
き
た
い
と
思

い
圭
ご
と
萬
び
の
こ
と
ば
か
述

べ
ま
し
た
。

巾
で
は
、
引
き
続
い
て
い
ろ
い

ろ
な
㈲
で
の
敦
介
環
境
の
整
備
、

允
実
に
む
け
収
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
康
了

市
税
条
例
が
一
部
改
正

非
課
税
限
度
額
な
ど
を
引
き
上
げ

を
混
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う

市
民
税

生
活
水
準
の
向
上
や
住
民
負
担

の
増
加
号
妬
ら
巾
民
税
の
0
担

軽
賊
を
図
る
た
め
、
控
除
対
策
配

偶
と
か
扶
養
親
族
が
あ
る
捉
‥
、

非
課
税
基
準
額
が
几
万
円
引
包
玉

げ
り
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
た

と
え
ば
夫
婦
シ
李
と
も
二
人
の
給

与
所
得
八
の
災
‥
の
1
課
税
限
度

額
は
、
給
リ
の
収
人
金
額
が
‥
吋
八

ト
八
万
ａ
石
に
円
（
男
け
白
ｋ
八

万
じ
ト
円
）
と
な
り
ま
す
。

新
た
に
、
寡
夫
控
除
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
妻
と
死
別
・
離
婚
し
、

三
。
自
万
円
以
ド
の
所
解
で
か
Ｗ

に
該
当
し
な
い
人
が
所
得
税
の
基

礎
控
除
額
以
下
の
所
得
の
子
ど
も

の
あ
る
場
合
、
二
十
一
万
円
の
所

得
控
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．

均
等
割
の
非
課
税
基
準
額
も
、

．
．
卜
胚
力
円
（
択
‐
一
～
三
万
円
）

に
引
Ａ
ｙ
ぼ
ら
れ
ま
し
た
．

土
地
な
ど
の
長
期
譲
渡
所
得
は
、

五
十
八
年
度
分
か
ら
課
税
が
緩
和
．

ま
ず
、
長
期
と
短
期
の
区
分
は
、

所
行
間
間
が
ト
申
を
頓
兄
る
か
を

肪
準
（
現
行
は
四
4
四
印
一
日
二

目
か
尽
準
）
に
し
康
天
つ
ぎ
に
、

一
般
の
長
期
譲
瓜
田
心
は
、
汲
汲

益
が
八
1
万
円
を
超
兄
る
部
分
の

四
分
の
三
災
‥
課
税
を
廃
止
し
、

四
1
万
円
を
赳
兄
る
部
分
は
一
律

に
八
分
の
ぶ
坦
副
を
総
〈
‥
課
税

の
上
債
税
額
と
し
て
課
税
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．
つ
づ
い
て
、

俊
良
住
宅
地
な
ど
造
成
の
た
め
の

艮
期
譲
爾
所
解
は
、
五
1
八
年
度

分
か
ら
一
八
十
印
分
ま
で
譲
渡
益
四

ｆ
い
に
万
円
を
碩
兄
る
部
分
は
杯
‥
の

比
例
税
率
（
現
行
は
．
一
分
の
一
総

へ
‥
課
税
）
に
よ
っ
て
課
税
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、

特
定
巾
街
化
区
歿
迎
な
ど
の
長

期
譲
眼
所
解
は
、
男
付
の
特
例
措

殴
を
さ
ら
に
六
ト
年
度
分
ま
で
延

艮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

今
年
は
固
定
資
産
税
と
祁
巾
計

画
税
の
評
価
替
え
の
年
度
に
当
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
と
ち
な
ウ
税
負

担
の
増
加
か
描
和
す
る
た
め
、
ｎ

担
調
整
措
置
が
と
い
型
ヂ
。
今

回
の
負
担
調
整
率
は
、
段
階
冷
居

め
細
か
く
分
け
て
い
よ
罵
五
十

じ
印
度
分
か
ら
五
ト
九
年
度
分
ま

で
は
、
び
ト
じ
圧
齢
ｍ
額
の
瓦

十
牟
腿
分
の
課
税
標
準
額
に
対

す
今
に
一
昇
率
に
心
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
調
整
率
冷
前
印
度
分
の

税
額
に
掛
け
た
額
か
眼
・
匹
ぺ
と
し
て

課
税
し
東
天
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市
街
化
区
域
ａ
地
に
対
す
る

。
宅
地
並
み
課
坏
は
、
新
た
に
ｃ

農
地
も
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

都
市
施
設
の
整
備
状
況
や
土
地
利
用
の
実
態
を
考
慮
し
て
、
評
価
額
が
三
・
三
平
方
む
当
た
り
三
万
円
以
上
の
も
の
の
み
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
税
負
担
の
急
増
か
緩
和
す
る
た
め
、
負
担
調
整
措
置
を
講
じ
ま
す
。
ぶ
応
並
み
課
界
の
対
象
農
地
で
、
一
定
の
要
作
に
該
当
に
羊
年
以
上
営
農
か
混
紡
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
、
営
農
継
続
を
五
年
ご
と
に
確
認
の
う
え
一
般
農
地
課
税
相
当
額
と
の
差
額
分
の
納
税
か
免
除
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
Γ

特
別
土
地
保
有
税

市
街
化
調
整
区
域
以
外
の
区
域
で
す
で
に
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
や
吸
き
、
保
有
期
間
が
十
印
を
超
え
る
土
地
は
、
課
税
し
ま
せ
ん
。
巾
街
化
区
域
内
の
瓦
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
Ｉ
ハ
1
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
収
肘
さ
れ
る
土
地
で
、
一
団
の
面
積
が
冥
蜃
去
舒
以
上
の
土
地
は
、
収
肘
し
た
ダ
印
か
ら
二
年
以
内
に
住
宅
な
ど
が
建
設
さ
れ
な
い
握
Ｒ
十
年
間
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ガ
ス
税

ガ
ス
税
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
・

め
、
六
月
一
日
か
ら
免
税
点
を
一

万
二
千
円
（
現
行
は
一
万
円
）
に

引
ぞ
即
る
こ
と
に
な
り
次
し
た
。

の

／叫う

ｉｋｆｉ
ｉ

林田悠紀夫さん

京
都
知
事
選
挙
は
、
さ
る
四
月

十
一
日
に
行
わ
れ
、
知
事
に
林
田

悠
紀
夫
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

林
田
知
事
の
任
期
は
四
月
土
ハ

か
ら
四
年
間
で
す
。
府
民
の
信
頼

に
に
え
て
、
府
民
の
た
め
の
府
政

か
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
で
。

四
月
十
一
日
の
堤
百
、
宇
治

市
内
で
は
午
回
収
か
帛
閃
四

十
四
ヵ
所
の
投
票
所
で
開
始
。
刺

か
ら
隋
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
投

西
禦
は
六
四
・
九
四
Ｕ
（
府
企
体

次
点

六
五
六
、
四
三
・
り
票

（
三
九
、
五
じ
一
票
）

川
口
た
だ
し
＝
無
所
司

三
八
八
、
六
六
四
票

（
二
四
、
じ
．
几
票
）

開票風景

（宇治中の

体育館）

知事選挙

］＾ｊｉ！

・
○
八
Ｕ
）
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果

（
）
は
宇
治
市
解
票
数

林
田
ゆ
き
お
＝
無
所
哨

な
お
、
知
小
選
挙
に
お
け
る
宇

治
巾
の
投
票
状
況
は
次
の
と
お
り

で
1
。

マ
当
日
の
有
阪
考
数

男
四
九
、
〇
五
三
人

女計

マ
投
心
宮
数男女

回

報

三
二
、
一
四
四
人

三
二
、
六
四
四
人

訓

マ
ｍ
膀
胴

男女計

六
四
、
七
八
八
人

六
五
・
瓦
三
Ｕ

六
四
・
三
六
に

六
四
・
九
四
い

槇島中学校が開

校林
田
さ
ん
が
再
選
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カラーブロックで舗装

舗
装
工
事
が
す
す
む
市
役
所
前
駐
車
場
（
1
5
日
）

市
役
所
東
側
広
場
内
の
駐
車

場
の
舗
装
・
整
備
が
、
今
月
十

四
日
か
ら
、
市
内
の
業
者
の
材

料
、
労
力
の
善
意
の
提
供
で
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
。
レ
ン
ガ
色
の
カ

ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
が
付
近
の
景
観

に
マ
″
チ
し
た
自
動
車
二
十
一

台
収
容
の
駐
車
場
と
な
り
ま
し

た
。

材
料
・
労
力

業
者
の
善
意
で

駐
車
場
は
、
五
百
三
十
平
方

μ
あ
り
ま
す
が
、
従
来
未
舗
装

で
あ
っ
た
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
雨
で
も
ぬ
か
る
む
な
ど
、
利

用
さ
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
不
便
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

整
備
を
か
っ
て
出
ら
れ
た
の

は
、
横
島
町
拾
八
の
坂
井
商
店
。

市
の
玄
関
の
美
観
を
と
材
料
を

含
め
約
五
百
万
円
の
工
事
の
寄

付
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

案
内

教
育
委
員
会
司
書
職
員

採
用
試
験

市
教
育
宍
宍
会
で
は
、
次
の
職

種
の
採
用
試
繋
存
い
ま
す
．

Ｖ
職
種
・
受
験
資
格
・
．
・
・
（
一
般

事
務
職
員
〉
昭
和
3
2
年
4
月
2
日

以
降
、
昭
和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
牛
振
れ
た
男
于
・
女
子
で
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
学
力
と
司
ｎ
ｉ
Ｓ
ｌ
格
か
有
し
、

土
・
日
曜
日
の
勤
務
も
可
能
な
人

Ｖ
第
一
次
試
験
・
・
・
5
月
9
日
間
午

前
9
時
か
ら
．
宇
治
中
学
校
で
Ｖ

受
験
申
込
み
・
・
・
4
月
泣
日
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影

し
た
顔
写
真
を
は
り
、
申
込
用

紙
か
添
え
て
、
教
亘
寛
召
総
務

課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

申
桑
ｙ
実
施
要
項
は
教
育
委
員

会
総
務
課
に
あ
り
ま
ず
。

（
総
務
課
）
。

◇

国
民
年
金
保
険
料

前
納
制
度
の
利
用
を

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

年
分
か
ま
と
め
て
前
納
す
る
制
度

が
あ
り
ま
ず
。
こ
れ
を
利
用
さ
れ

る
と
、
示
数
も
は
ぷ
け
、
納
め
忘

れ
も
な
ぐ
な
り
安
心
で
す
。

前
納
す
る
と
、
保
険
料
額
は
年

五
・
五
汀
の
ぶ
で
割
り
引
か
れ
ま

す
。
有
利
な
前
納
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
あ
な
た
の
預
金
口
座
か

ら
、
納
期
限
ご
と
に
自
動
的
に
差

し
引
い
て
納
付
で
き
る
口
座
振
替

制
度
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納
め

忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

（
堡
塁
脊
課
）

◇

身
体
障
害
者
に

「
青
い
鳥
」
郵
便
は
が
き

郵
政
省
で
は
。
身
体
障
害
者
福

祉
強
調
運
動
に
ち
な
み
、
「
青
い

烏
」
郵
便
は
が
き
（
四
十
円
）
倣

屯
度
の
身
体
障
害
尨
人
に
つ
き

二
十
枚
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

対
象
は
、
身
障
手
帳
一
級
・
二

級
の
亜
度
の
身
体
障
害
者
で
、
昭

和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在

で
満
六
歳
以
上
の
人
で
す
。

希
望
さ
れ
る
人
は
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
印
か
ん
持
参
の
う

え
、
近
く
の
郵
便
局
に
身
体
障
害

衷
手
帳
を
珊
ふ
し
、
所
定
の
用
紙

で
申
請
し
で
ぐ
だ
さ
い
。
代
翠
人

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
ず
。
な
お
、

用
紙
は
郵
便
局
や
福
祉
事
務
所
に

あ
り
ま
ず
。
郵
便
に
よ
る
申
請
も

で
き
ホ
フ
。
（
宇
治
郵
便
局
）

◇

家
庭
児
童
相
談

宇
治
市
家
庭
児
碩
相
談
室
で
は
、

十
八
歳
ま
で
の
こ
ど
も
の
鳶
酉
や
、

こ
芦
も
を
と
り
ま
く
家
庭
、
学
校
、

地
域
社
会
の
ど
ん
な
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
で
。

ｙ
と
き
・
＝
厄
荷
イ
金
曜
日
の

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
召
時
ｙ
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
福
祉
園
内
家
庭
児
慨
相

談
室
（
菟
道
荒
臓
3
7
）
で
。
ま
た

今
月
2
7
日
両
の
午
前
坦

後
ａ
時
ま
で
、
宇
治
市
小
介
公
民

館
で
出
張
相
談
も
実
施
パ
お
問
い

＜
Ｉ
Ｄ
わ
＼
は
、
宇
治
市
家
庭
児
童
相

談
室
（
Ｂ
⑩
8
6
9
8
）
へ
。（

福
祉
課
）

募
集

宇
治
朝
霧
コ
ー
ラ
ス

の
会
員

ｙ
例
今
・
・
毎
週
火
曜
は
午
前
1
0

時
か
ら
正
午
ま
で
ｙ
余
ヤ
宇
治

巾
公
民
ｍ
ｙ
会
費
＝
二
ヵ
目
了
じ

百
円
ｙ
拓
心
暑
・
・
・
岩
城
拓
也
（
指

揮
八
）
、
森
岡
雄
二
（
伴
奏
八
）

ｙ
申
込
み
・
・
・
中
村
栄
善
于
（
｀
⑩

3
7
3
9
）
さ
ん
か
宇
治
市
公
民

館
（
ｆ
ｉ
ｃ
2
8
0
4
）
ま
で
。

（
宇
治
巾
公
民
館
）

◇

近
畿
青
年
洋
上
大
学

府
派
遣
団
員

京
都
吋
で
は
、
第
三
回
近
畿
青

年
洋
上
大
学
の
府
脂
昂
祠
の
募

集
忙
し
て
い
ま
す
。
訪
問
地
は
中

華
ん
民
共
和
国
（
天
津
、
北
京
、

公民館のお知らせ木
幡
公
民
館

春
の
作
品
展
と

講
習
会

木
幡
公
民
館
で
は
。
実
行

委
員
〈
緊
兵
催
で
、
盆
栽
、

山
・
野
草
、
絵
画
、
俳
句
、
書

道
の
作
品
展
を
開
き
康
天

ま
た
、
園
芸
植
物
、
山
・
野
草
、

盆
栽
の
講
習
会
を
開
催
。
お

茶
席
も
設
け
未
了
。
多
数
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

第
9
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

小
学
校
五
、
六
年
生
以
上

の
人
を
対
象
に
。
毎
月
一
回

い
ろ
ん
な
テ
ー
マ
で
学
習
し

康
罵
今
回
は
、
木
星
、
土

星
、
火
星
な
ど
の
惑
星
に
つ

い
て
お
話
を
聞
含
ま
手
。
天

気
が
良
け
れ
ば
、
天
体
望
心

鏡
で
、
惑
星
や
月
か
観
望
し

串
子
。Ａ

Ｗ
Ｄ
－
Ｉ
Ｏ
月
1
日
山
、

午
後
7
時
か
ら
Ｃ
Ｄ
時
ｙ
と
こ

上
海
、
無
錫
、
蘇
州
の
各
市
）
で
、

期
回
は
八
月
十
日
か
ら
二
十
四
日

ま
で
。
新
々
と
瓦
に
乗
っ
て
研

修
、
交
流
か
す
す
め
毒
了
。

ｙ
募
集
人
り
乱
人
（
京
昂
町
）

ｙ
参
加
費
・
・
2
2
万
円
Ｖ
に
募
資
格

…
日
本
国
籍
が
あ
り
、
府
内
在
住

で
、
4
月
1
日
現
在
、
員
2
0
歳
か

ら
3
0
歳
ま
で
の
勤
労
ｔ
旱
お
よ
び

現
に
七
［
少
年
活
動
を
行
っ
て
い
る

学
生
で
青
少
年
団
体
が
推
せ
ん
す

る
人
な
ど
ｙ
申
込
み
・
・
4
以
肖

ま
で
に
、
京
都
町
福
祉
部
青
少
年

課
、
府
地
方
振
興
局
か
宇
治
市
青

少
年
対
策
室
ま
で
。（

青
少
年
対
策
室
）

＠宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（豊⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（Ｓｃ4687）

（
作
品
怒
4
月
2
4
日
出

■
ｖ
Ｋ
日
間
、
い
ず
れ
も
午
前

9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

（
講
習
合
園
芸
植
物
、

山
・
野
草
り
4
月
2
5
日
㈲
、
午

前
1
0
時
か
ら
正
午
。
盆
栽
―

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
。

（
お
茶
応
4
月
2
5
日
面
、

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
。
一
席
二
百
円
。

（
木
幡
公
民
館
）

‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｅ
Ｉ
Ｉ
1
1
1

ろ
・
＝
小
倉
公
民
館
Ｖ
テ
ー
マ

・
＝
宇
宙
の
耳
図
と
春
の
星
座

ｙ
講
師
＝
京
都
市
青
少
年
科

学
セ
ン
タ
ー
の
江
上
賢
三
さ

ん
ｙ
申
込
み
＝
・
呉
岨
ほ
が

き
で
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町

寺
内
9
1
、
｀
⑩
4
6
8
7
）

へ
。

な
お
、
今
回
は
夜
に
開
き

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

（
小
六
公
民
館
）

50・

市役所前駐車場
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
を

東
宇
治
中
学
校
二
年
生
川
端
直
美

「
も
い
に
と
、
私
か
皿
字
さ
ん
だ

っ
た
ら
、
ど
フ
し
た
だ
う
っ
・
・
・
」

『
皿
字
は
き
と
い
う
映
画
を

見
な
が
ら
、
ふ
と
、
そ
う
思
っ
だ
。

も
し
も
、
私
か
血
孚
さ
ん
だ
と
し

た
ら
、
今
ま
で
、
生
き
て
こ
れ
て

い
る
わ
け
が
な
い
。
本
当
に
、
あ

の
人
は
ず
ご
か
っ
た
。

彼
女
は
、
あ
き
り
め
な
い
の
で

あ
る
。
も
ち
う
へ
ど
ｙ
し
て
も

出
来
な
い
こ
と
は
あ
る
け
れ
丿
も
、

彼
女
は
絶
対
あ
き
ら
め
な
い
の
で

あ
る
。

彼
女
は
足
で
筆
を
握
る
。
私
な

ら
、
手
で
つ
か
み
、
や
っ
と
足
の

指
に
お
し
こ
な
ぐ
ら
い
に
か
出
来

な
い
。
彼
女
は
足
で
包
丁
を
あ
つ

か
う
。
私
は
手
で
も
満
足
に
あ
つ

か
ｋ
：
な
い
。

本
当
に
彼
女
は
す
ご
い
／
・
ど
っ

し
て
あ
ん
な
に
す
ご
い
ん
だ
う
フ
。

よ
く
大
人
の
人
た
ち
が
「
最
近

の
子
は
、
が
ま
ん
が
出
来
な
い
」

と
言
う
。
私
か
七
の
と
お
り
だ
と

思
ｙ
し
、
私
自
身
。
そ
ラ
だ
と
思

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
の

立
場
が
ら
見
る
と
、
「
そ
ん
な
事
、

私
た
ち
に
Ｉ
言
っ
て
も
仕
方
な
い
」

と
言
い
た
ぐ
な
る
。
大
人
の
人
た

ち
に
と
っ
て
の
が
ま
ん
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
そ
の
事
は
が
ま
ん
の

対
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

授
業
が
い
い
例
で
あ
る
。
誰
ひ

と
り
、
先
生
に
く
い
つ
い
て
質
問

す
る
者
が
い
な
い
／
・
そ
れ
な
ら
、

テ
ス
ト
聚
し
た
時
、
令
貰
満
点
か

と
い
う
と
、
そ
ん
な
事
は
あ
り
え

な
い
。
き
っ
と
’
「
や
る
気
」
と
つ

ら
は
ら
に
、
「
わ
か
ら
な
ぐ
て
も

い
い
、
質
問
な
ん
て
ば
か
ら
し
い
。

こ
れ
よ
り
も
、
も
っ
と
楽
し
い
こ

と
が
あ
る
。
授
業
な
ん
て
お
も
し

Ａ
ぐ
な
い
。
書
か
な
ぐ
て
も
い
い
」

と
安
易
な
方
へ
流
さ
れ
が
ち
な
の

で
あ
る
。
そ
れ
も
、
た
っ
た
五
十

分
間
の
授
業
中
で
あ
る
。
本
気
で

学
ぼ
ラ
と
ず
る
者
ま
で
。
そ
の
空

気
に
流
さ
れ
そ
っ
に
な
る
。
授
業

中
の
教
室
は
、
本
当
に
誘
惑
だ
ら

け
だ
。

今
が
、
江
戸
時
代
だ
っ
た
ら
ど

う
だ
ろ
つ
。
鎖
国
の
中
で
満
足
な

本
も
、
照
明
も
、
組
織
も
な
ぐ
、

そ
れ
で
も
必
死
で
勉
強
す
る
人
が

い
た
。
彼
等
は
き
っ
と
先
生
に
と

こ
と
ん
ぐ
い
つ
い
た
だ
る
つ
。
そ

れ
が
、
た
だ
ひ
と
つ
の
自
分
の
知

織
欲
か
昌
た
し
で
ぐ
れ
る
も
の
だ

っ
た
だ
う
っ
。
し
か
し
、
ふ
ほ
ど

う
だ
る
7
か
？
先
生
の
ひ
と
言
は
、

今
1
Ｅ
ち
か
わ
ら
な
い
。
な
の
に
、

ど
？
し
て
こ
ン
蓋
う
の
だ
る
っ

か
♀
そ
れ
は
、
生
徒
自
4
が
か
わ
’

つ
た
の
で
あ
る
。

「
学
生
」
が
「
学
生
」
で
な
ぐ

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
に
、
私
た
ち
は
毎
日
学
校
に

通
っ
て
来
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動

■・・・・・■■・・・・■・■－・・・■・・－■・■・・－・■■■個－一丿

ｉこのコーナーでは、市教育委員1

ｆ会が中学生から募集した作文をま1

Ｅとめた冊子「中学生の主張」をシ｜

ｉリーズでお知らせしています。Ｅ

1．．．・・・・・－・－－・・・・・■－・・・・・■■・・●・・■・・■■・ｔ

を
ず
る
の
が
主
な
者
も
あ
る
だ
ろ

ラ
が
、
本
来
は
や
は
り
知
識
欲
を

満
た
し
、
学
ぶ
為
で
な
け
れ
ほ
い

け
な
い
。
し
か
し
。
そ
の
点
が
か

わ
っ
て
来
て
い
る
好
だ
。
人
数
制

限
が
あ
り
、
社
会
へ
出
た
時
の
道

具
と
な
る
「
高
校
」
と
い
ラ
制
度

の
為
に
勉
強
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
だ
。
履
歴
書
の
一
行
の
空
白

を
つ
め
る
為
に
勉
強
す
る
9
妬

わ
ら
な
い
の
だ
。

皿
早
令
息
、
ど
是
っ
た
だ

ろ
フ
。
彼
女
も
そ
の
為
に
学
ん
で

来
た
の
だ
ろ
7
か
。
そ
れ
で
は
彼

女
は
あ
ま
り
に
尨
古
に
チ
ぎ
た
だ

ろ
つ
。
こ
の
世
の
中
に
、
「
足
で

書
ぐ
習
字
」
「
足
で
Ｔ
る
料
理
」

と
い
み
禾
が
ど
こ
に
売
っ
て
い
る

だ
ろ
つ
。
私
た
ち
が
す
る
の
と
、

わ
け
が
違
う
。
自
分
自
4
の
力
も
、

世
の
中
の
見
る
目
も
、
彼
女
を
と

り
ま
く
人
た
ち
の
力
も
、
私
た
ち

と
は
全
く
「
け
た
」
が
大
き
ぐ
違

う
だ
う
つ
。

今
こ
そ
、
し
っ
か
り
と
学
ば
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
今
、
自
分
が

腿
石
拙
に
し
、
何
の
為
に
学
ん

で
い
る
の
か
。
は
っ
き
り
見
参
わ

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
十
栄
年

の
月
日
が
空
白
で
あ
っ
た
と
し
て

も
十
分
と
り
匂
と
せ
る
の
だ
。
ま

だ
、
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
の
だ
。

「
自
分
は
、
ど
こ
ま
で
出
来
る

ん
だ
ろ
フ
。
本
当
の
気
持
を
見
つ

め
、
自
分
を
た
め
し
て
み
た
い
」

と
、
い
つ
も
そ
う
思
っ
て
い
る
。

そ
し
て
「
そ
れ
が
出
来
る
の
は
、

今
に
妬
な
い
ん
だ
」
と
、
自
分
の

力
を
ふ
る
い
た
た
せ
た
い
Ｉ
。

や
り
と
げ
た
い

北
宇
治
中
学
校
一
年
生

7
ぼ
本
部
役
員
に
と
ぅ
と
ぅ

立
候
補
し
た
。
ぽ
ぐ
は
、
文
化
Ｅ
Ｊ

・
体
育
祭
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、

三
つ
の
こ
と
に
取
り
組
も
う
と
考

元
て
ぃ
ホ
チ
。
充
実
と
い
う
の
は

藤
田
英
男

今
ま
で
と
ち
が
っ
た
こ
と
を
や
る

う
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
校
内
客
天
し
ぐ
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
入
学
し
た

時
、
ら
ぐ
が
き
等
が
多
い
と
感
じ

た
か
ら
で
す
。
こ
わ
れ
た
と
こ
ろ

は
進
ん
で
直
し
て
行
こ
う
と
思
う

し
、
こ
わ
さ
れ
な
い
ぷ
7
努
力
し

水
子
。

は
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
尨
圃
白

く
な
い
か
ら
で
す
。

ぽ
く
は
。
北
宇
治
中
学
校
を
団

結
の
あ
る
中
学
校
に
し
た
い
の
で

二
つ
目
は
、
掲
不
板
の
使
用
に
す
。
と
い
う
の
は
、
ひ
ご
ろ
は
ば

つ
い
て
で
す
。
今
、
あ
ま
口
便
ｍ
ら
ぼ
ら
で
も
い
ざ
と
い
う
時
に
団

さ
れ
て
い
な
い
の
で
も
っ
と
肴
効
結
す
る
ふ
つ
に
し
て
い
き
た
い
で

に
ぼ
用
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
す
。

そ
れ
は
、
分
か
り
や
す
く
書
き
、
ぽ
ぐ
は
、
た
い
へ
ん
陽
気
で
す

は
っ
て
お
く
と
、
登
校
す
る
時
、
か
ら
そ
の
性
格
を
い
か
し
て
、
生

下
校
す
る
と
き
に
見
ら
れ
て
便
利
徒
会
を
明
る
く
親
し
ん
で
も
ら
兄

だ
が
ら
で
す
。

三
つ
目
は
投
書
箱
の
活
用
に
つ

い
て
、
困
っ
て
い
る
事
な
ど
を
書

い
て
入
れ
て
か
り
い
、
生
徒
〈
薪

問
を
通
じ
て
解
決
し
て
行
こ
う
と

思
い
ま
ず
。
こ
の
三
つ
の
こ
と
を

中
心
に
範
囲
を
広
げ
取
征
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
床
ｙ
。

・
ぼ
Ｖ
は
議
長
で
す
。
議
長
と
い

え
ぼ
司
ふ
夢
じ
、
中
心
に
な
る
人

物
で
す
。
だ
か
ら
こ
の
一
年
、
く

い
の
な
い
よ
っ
に
目
分
な
り
に
努

力
し
て
行
こ
う
と
思
い
毒
了
。
と

に
か
く
ぽ
Ｖ
は
、
今
ま
で
と
違
っ

た
こ
と
を
し
た
い
の
で
す
。
そ
れ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
ｙ
。

ぼ
ぐ
の
理
想
は
、
い
い
た
い
こ
と

が
何
で
も
い
え
て
、
団
結
感
の
あ

る
こ
と
、
け
じ
洒
が
あ
る
こ
と
、

差
別
の
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
四

つ
の
こ
と
が
か
な
う
よ
う
努
力
し

ま
す
。
ま
た
、
ロ
だ
け
の
本
部
役

員
に
な
ら
な
い
よ
う
全
力
獲
Ｆ

し
て
い
き
た
い
で
す
。

ぽ
く
が
議
長
に
な
れ
た
の
も
。

み
ん
な
の
Ｓ
力
の
お
か
け
で
す
。

ぽ
ぐ
は
三
つ
の
こ
と
を
ぜ
っ
た
い

や
り
と
げ
た
い
で
す
。
こ
の
思
い

出
は
忘
れ
き
れ
な
い
だ
う
っ
と
思

お
知
ら
せ

中学生の主張
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